
ポリフォニー型応用テクニック
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反行を使って対位法的ライン取り
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２つの声部を敢えてハモらせずに反行させることで、それぞれのパートの独立感を強めるテクニック
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普通のハモリ 反行を使って対位法的ライン取り



ベースのクロマチックアプローチを使ってリハーモナイズ
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ベースラインが次のコードのルートへクロマチックアプローチしている時に、

コードをサブスティテュートドミナントへ置換
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ベースがクロマチックアプローチしているところに サブスティテュートドミナントを挿入



運動と進行力の関係

楽曲の進行力
弱い 強い

バスの運動

内声の運動

各声部の運動は楽曲に進行力をもたらすが、特にバスの運動は影響力が強い。
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配置とスケール感の関係

楽曲のスケール感
小さい 大きい

配置がより広い音域にまたがるほどスケール感は大きくなる

広
い

狭
い

音
域

密集配置

開離配置
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Divisiとは？

１パートが２声部以上に分かれることをDivisi（ディビジ）という。

その際、どのパートを誰が演奏するかは以下のルールに従って決まる。
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２声部に分かれる場合 ３声部に分かれる場合 ４声部に分かれる場合
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Divisiの活用法

① 上三声の隣り合う声部同士が１オクターブ以上離れる場合。

② メロディ等の強調したい声部をオクターブで補強するため。

③ １１th以上のテンションノートを扱い、四声体では表現できない場合。
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